
授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

科目区分

授業形態

サブ
タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 ◯ 】

【 － 】 【 － 】 【 ◯ 】 【 ◯ 】

【 － 】 【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

開講年次
選 択 必 修

【 I 】2 【 I 】2+2

基本科目

対面開講

自分の意見を持つ

他の人の意見を受け止める

他の人と協働する

自分が経験していない世界に興味をもつ

対話・議論型授業

教養演習Ⅰ・ⅡR 【 G 】２ 【 Ｇ 】2+2

教養演習Ⅰ・ⅡR 【 Ｈ 】２ 【Ｈ】2+2

ロールプレイ

教養演習Ⅰ・ⅡR

単位数

担当形態 単　独

参考書

特になし

授業中、適宜紹介する。

施行規則に定める科目区分又は事項等

歴史から他者を理解する 酒匂　由紀子

授業概要

【
概
要

】

自分の経験や認識だけでは、他者を理解することができません。人それぞれ認識や価値観の違いがあるのです。この授業では、自分か

らみて「他人」である昔の人の認識や価値観に触れることで自分のなかの思い込みを打ち破りつつ、自分の考えを整理していくことを

試みます。

【
到
達
目
標

】

履修条件 特になし

DP（ディプロマ・ポリシー）① －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）② ◎　（よく当てはまる）

アクティブ
ラーニング

の方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性 DP（ディプロマ・ポリシー）③ ◎　（よく当てはまる）

プレゼンテーション

評価方法 発表・発言（50％）、授業への参加態度（50%）を総合的に判断する。

授業に積極的に参加して、学習した内容を十分に理解し、課題を達成できた者にはその程度により「S」または「A」、やや不十分の場合には、そ

の程度に応じて「B」または「C」とする。参加度や達成度が著しく低い者はその程度に応じて「D」または「E」、全く参加しないなど判定不能

な者は「F」とする。

他科目との

関連性
この授業を履修することにより、日本法制史や日本史概論、歴史学概論の理解が深まる

教科書

DP（ディプロマ・ポリシー）④ －　（当てはまらない）

模擬授業 ＰＢＬ その他

科目コード　A010-3-Y・A010-4-Y    (科目一覧番号：57・58)

授業内の意見交換、発表に対し、授業の中でフィードバックを行う。

評価基準



授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

単位数開講年次
選 択 必 修

【 I 】2 【 I 】2+2

その他
メンバー同士の議論によって授業を進める

※G・H・Iｶﾘ：【Ⅰは選択必修（Ａ）・Ⅱは選択必修（Ｂ）】 

教養演習Ⅰ・ⅡR 【 G 】２ 【 Ｇ 】2+2

教養演習Ⅰ・ⅡR 【 Ｈ 】２ 【Ｈ】2+2

教養演習Ⅰ・ⅡR

科目コード　A010-3-Y・A010-4-Y    (科目一覧番号：57・58)

授業内容

〈教養演習Ⅰ〉
第1回　ガイダンス、むかしの日本について
第2回～第12回　講義・演習
・寺院と神社
・身分と差別
・大人と子供
・集団と個人
・血統とイエ
・性別と仕事　など
第13～第14回　発表準備
第15回　発表

〈教養演習Ⅱ〉
第1回　ガイダンス、むかしの日本と令和の日本について
第2回～第12回　講義・演習
・衣装について
・食事について
・嗜好品について
・遊びについて
・コミュニケーションツールについて
・もめごとについて　など
第13～第14回　発表準備
第15回　発表

※毎回配布する史資料を無くさないようにすること

予習内容
発表内容についての調査
発表準備
（毎授業2時間程度）

復習内容
気になったことについて調べ、発表内容を構想する
（毎授業2時間程度）


